
遺伝資源に関わる生物多様性条約および名古屋議定書に関する岡山大学ポリシーに基づく海外から取得した遺伝資源の登録様式

所属部局： 自然科学研究科 教職員氏名：岡大　太郎

No.
遺伝資源名称
(属名・種小名)

内容の詳細　 形態 提供者・所属国 有償・無償 ＭＴＡの有無
共同研究契約/MOU等
の有無

取得年月日 備考（セッション番号等）

1
シロイヌナズナ
Arabidopsis
thaliana

遺伝子Ａに変異を
もつシロイヌナズナ
変異株

凍結細胞株
ノッティンガム種
子ストックセン
ター・イギリス

無償 有 有 2019年8月21日
外国人研究者の持ち込
み。提供国政府許可有。

2

3

4

5

6

7

8

※○○年4月1日～○○年3月31日までに海外から取得した遺伝資源すべてを記入してください。
ABS指針で例外とされているものも、すべて記入してください（例、ITPGRで対応する食料遺伝資源（イネ、大麦等））。
ただし、遺伝子を含まない派生物およびヒトサンプルは除きます（微生物探索目的の土壌・食品サンプルやヒト由来であっても病原菌等が研究対象の
場合は含む）。登録するべきか判断できない場合にもご記入ください。

■提出先：所属各部局物品担当。但し、鹿田地区は病院研究推進課。

遺伝資源名

称:
学名および

内容の詳細:
研究開発に必

要な特性（例、

生物BのCタン

形態:
取得時の形態

（例、種子、DNA等）

提供者・所属国:
提供者の企業名称あるいは

提供者（研究者）氏名・提供

者の所属する企業あるいは

所属国名

有償・無償:
プルダウンから選択

ＭＴＡの有無:
提供元とのＭＴ

Ａの有無をプル

ダウンから選択

取得年月日:
実際に取得した年月日（月まででも可）

備考:
留学生や外国人研究者が

持ち込んだ場合は、ここに記

入

また、提供国から政府による

許可を受けている場合もここ

に記入

記入例

共同研究契約

の有無:
提供元との共

同研究契約の

有無をプルダウ

ンから選択

（注）この登録様式は、参考として掲載しています。
※委員会が定める時期に、所属部局を通じて登録してください。

（所属部局を通じて、年1回程度照会する予定です。）

※様式は変更になる場合があります。


